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三鷹市市民協働センター 

三鷹市市民協働センターは市民活動を応援し、民学産公の協働によるまちづくりを推進する施設です。 
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2012年10月号 （第97号） 

開催日：8月31日(金）   参加人数：20人 

 今回の運営協議会全体会では、平成24年度の事業の報告と平成25年度の事業計画の説明を行い、その

後、事務局を含む全員が、4つのグループに分かれて、ワークショップを行いました。ここでは、市民協働

センターの3つの機能、「つなぐ（協働）」「ささえる（支援）」「つむぎだす（参画）」をテーマとし

て、意見やアイディアを出して頂きました。 

 その結果を各グループごとに以下にまとめました。今後、これらの 

アイディアを運営に活かして参ります。  

「協働センターの活性化には人の参加が大切である。そのためには気軽に集

まれる仕組みをつくり、さらに組織間・世代間の連携が望まれるが、そこに

は市民協働センターのいろいろな役割が期待される。」と受け止めました。 

 

◆町会未組織への対策や各種団体間の

連携を考える 

◆防災意識の高まりのある今は、組織

の強化や組織化のチャンスである 

 

◆気軽に集まって話し合いのできる

仕組みをつくる 

◆会員を増やす仕組みを工夫する 

◆協働センターは地域のつながりに向け

て、積極的な働きをしてほしい 

◆自治会・町会のつながりのために、各

種の工夫をしてほしい 

◆協働センターの展示コーナーの有効な

活用を考えたい 
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◆人の確保とそのための仕組みをつくる 

◆地域の各種組織が連携することと、世

代を超えて知り合うことの大切さを知る 

◆地域通貨に全市規模で取り組み、組織

間の連携の具体的ツールとする 
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「みたか太陽系ウォークスタンプラリー」のスタンプを置いています。 

10月28日（日）まで 

三鷹市市民協働センターは 

「土星エリアの０４」です。 

 

 三鷹市市民協働センター運営協議会の下には３つの部会があります。「運営協議会

部会だより」では、それぞれの部会の事業紹介やPRをときどき掲載していきます。 

 第1回は各部会の紹介から！！ 

★あなたのアイディアと行動力を市民協働センターで活かしませんか！ 

 

 

 ネットワーク推進部会では参加と協働を推進するために協働のまちづくりの推進事業や市民参加推進

事業を中心に活動しています。最近は自治組織に市が助成金を交付する「がんばる地域応援プロジェク

ト」の審査会や発表会の運営やさまざまなテーマでのトークサロンの実施運営などを行っています。  

 

 多くの市民・市民活動団体がお互いの活動を発表する「みたか市民活動・ＮＰＯフォーラム」、市民同士

が交流紹介する「初春市民交流会」などを担当している部会です。活動団体が日ごろの活動の問題点を

解決する講座を企画運営する方法を考えていきます。皆さんの参加をお待ちしています。  

  

 市民活動団体が、活動の宣伝や周知のために必要とする情報の発信に向けての講座や講習会の

開催、市民協働センターのニュースレター発行、ホームページの運営などを担っています。これ

までに毎年、「チラシづくり講座」（時に喫茶つき）、「市民ライター講座」など実習をベース

とした、実用的で楽しい内容は皆さんのご好評をいただいています。 

情報・広報部会 

事業部会 

ネットワーク推進部会 

市民活動を活発にするためには、拠点となり、活動の基礎を支える設備を備え、そして団

体運営の糧となる知識や経験を獲得する機会や場が必要です。そのための施設として、市民

の提言が実り、平成15年に三鷹市市民協働センターが設立されました。その運営は市民と

行政の協働で行われ、事業についてもＮＰＯ法人みたか市民協働ネットワークの会員である

市民が担っています。事業を企画・運営することで、座学の受講だけでは叶えられない多く

の経験が得られ、ご自身の市民活動運営にも役立ちます。 
 

市民協働センターの事業企画や運営をご一緒に担っていただける 

 会員をお誘いしています。 
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 月日 テーマ・内容 参加費 担当 

① 10月１日(月) 
はじめての「ベビーヨガ」              

～赤ちゃんにもママにもいいこといっぱい  ～  
1,500円 花莉屋  

② 10月４日(木) 
羊毛フェルトワークショップ              

～ほんわかかわいいキーケースを作ろう～   
1,300円  NPO法人子育てコンビニ  

③ 10月８日(月) 
スリングなど抱っこ用品の選び方、使い方             

～赤ちゃんにやさしい抱っこを考えよう～    
1,500円 はっぴぃまむず 

④ 10月11日(木) 
たくさん褒めてあげるコツ       
～笑顔コミュニケーション術  ～  

1,000円  コミュニケーション・ファーム   

⑤ 10月15日(月) 
幼稚園情報         

～おしゃべりしながら幼稚園情報交換しませんか？～   
700円 NPO法人こもれび 

⑥ 10月18日(木) 
産前・産後の骨盤ケア        

～知って整え、お産も産後も安心 ～   
2,000円 
（さらし付き）  

はっぴぃまむず 

（助産師・整体師 谷京子）   

⑦ 10月20日(土) 
親子で楽しむ「ベビーマッサージ」   

～赤ちゃんとのふれあいを楽しみましょう♪～   
1,800円（ご夫婦参加も同

額・オイル・シート代込み）  
Mama & Baby   

⑧ 10月25日(木) 
「ベビーサイン」で楽しい子育て♪             
～赤ちゃんとお手てでコミュニケーション～    

1,500円 Mama & Baby   

⑨ 10月29日(月) 
ヨガママで骨盤調整(ハイハイ前)              

～ママの為のヨガで骨盤整えリラックス ～  
1,500円 花莉屋  

※時間は10：30～12：00 

【定員】 10組（先着順） ※ただし①と⑨は9組、②と⑧は8組、⑦は６組 

【対象】 おおむね0～3歳のお子さんを持つ親子及び妊娠中のお母さん  

【会場・申込み・問合せ】  三鷹市市民協働センター 

☆全回、保育はありません。  ☆お車でのご来場はご遠慮ください。 

☆お持ち物など詳しい内容のお問い合わせ・お申込みは当センターへ 

☆お菓子とお茶をご用意しています。 

 ようやく秋めいてきた9月も下旬、暑さでくたび

れていたセンターの花壇が、毎度おなじみの「生ご

みを土に返す会」の皆さまと、職場体験の一中の2

年生コンビの手で甦りました。若いパワーであっと

いう間に花壇の古い花をきれいに取り除き、ベテラ

ンの慣れた作業で整然と花を植えていきました。 

 道行く人々の目を楽しませ、心の潤いになってく

れることを願いながら、花の生長を見守りたいと思

います。 

花の植替えをしました 
 マリーゴールド、ジニア 

9月21日（金） 

 一中2年生による整地（写真上） 

9月27日（水） 

 「土の会」の皆さまによる花植え 
（写真下） 
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■町会・自治会へ ニュースレターを配付させていただきます 
 協働センターニュースレターは町会・自治会など地域自治組織に無料で配

付させていただいております。組織単位でご連絡いただければお届けさせてい

ただきます。町会・自治会の皆様、ぜひご検討ください。 

発行日：平成24年10月１日 

発 行：三鷹市市民協働センター 
    （指定管理者：特定非営利活動法人みたか市民協働ネットワーク） 

〒181－0013 東京都三鷹市下連雀4－17－23 

TEL 0422－46－0048  FAX 0422－46－0148 

メール：kyoudou@collabo-mitaka.jp 

ホームページ：http://www.collabo-mitaka.jp 
開館時間：9:00am-9:30pm   受付時間：9:00am-9:00pm 

休館日：火曜日（祝祭日は開館し、直近の平日を休館とします。） 

 ◆二ュースレター配布場所◆  

るま・ばぐーす、一圓(ラーメン店)、グラナダ(レストラン)、きものサロンひ

さみね、ハローワーク三鷹、NPO法人子ども生活・ゆめこうば、各コ

ミュニティ・センター、各市政窓口、各図書館、その他市の公共施

設、近隣市区の市民活動支援センター 

Editor’s note. 

編集後記：涼しくなって身体も楽になるかと思いきや、ホッとゆるんだ身体

に夏の疲れが襲い、行動に例年ほどのダッシュ力がなくなりました（年のせい

だと人は言いますが）。しかし、読書の秋、スポーツの秋、そして食欲の秋、と

秋は何をするにも良い季節です。身体はまだスタンバイできていませんが、

脳内ではいろいろなイベントが（主に食欲関係が）盛りだくさん、年とは言わせ

ないスパートを見せたいものです。 

NPO法人国際ボランティア事業団「活動計算書の作り方セミナー」開催のお知らせ 
 

 ◆日時：10月24日（水）午後6時30分～9時 

 ◆会場：ラーニングスクエア新橋６－C（JR「新橋駅」より徒歩2分） 

 ◆内容：今年度改正されたNPO法により「収支計算書」から変わった「活動計算書」について、NPO税務会

計のスペシャリストが詳しくわかりやすく解説します。 

 ◆講師：中村元彦（日本公認会計士協会理事 公認会計士） 

 ◆費用：4,000円（資料代含） 

 ◆申込方法：氏名（ふりがな）、住所、TEL・FAX番号を記し、FAXまたはメールで申し込んでください。 

 ◆連絡先：NPO法人国際ボランティア事業団 

       TEL:03-5405-1813  FAX:03-5405-1814  E-mail:soumu@iva.jp 

平成25年度（公財）東京市町村自治調査会 

広域的市民ネットワーク活動等事業の助成団体募集のお知らせ 
 

 市町村を越えて行われる多摩地域の市民交流やまちづくりの推進につながる事業（文化・スポーツ・環

境・福祉・生涯学習・子育て・防災活動等の発表の場、調査活動等）について、活動経費の一部を助成しま

す。なお、初めて助成を申請する団体、または従来と異なる事業を申請する団体は事前相談が必要です。 

 ◆事前相談：10/25(木)～11/9(金)（土・日曜、祝日を除く） 

 ◆申請期間：今年度までに助成を受けていた団体：10/19(金)～11/15(木)（土・日曜、祝日を除く） 

今回初めて助成を申請する団体：10/25(木)～12/5(水)（土・日曜、祝日を除く） 

 ◆助成率：助成対象事業費の50％（100万円を超える金額は10％）で算出 

※21年度以前認定団体は旧助成率を適用 

 ◆助成期間：5年間（決定は各年度ごと）※対象等詳細は要問い合せ 

 ◆問い合せ：（公財）東京市町村自治調査会事業部企画課 

TEL:042-382-7781  FAX:042-384-6057  

2012年11月17日（土）・18日（日）開催 

★ワークショップ、パフォーマンスなどのイベント ★展示・活動発表（スピーチなど） ★出店（飲食・物品等の販売） 

第11回みたか市民活動・NPOフォーラム 

第３回実行委員会：11月２日（金）午後７時～（第２会議室）  

第２回実行委員会を開催しました《９月１４日（金） 参加人数：２５人》 

  プログラム、レイアウト、冊子原稿、今後の予定等について話し合いました。 

 
 職場体験の 

中学生が看板を 

作りました！ 


